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　ＪＡひまわりスプレーマム部会は、農研機構の研究員を講師として招き、冬場の省エネ
暖房技術である「EOD-heating」に関する研究会を開催しました。
　EOD-heatingとは、通常、夜間一定温で暖房するところを日没後の短時間のみ高めと
し、その後は低温で管理する加温方法です。農研機構での結果では、EOD-heatingの実施
により開花や品質への影響を少なく抑えたうえで燃油消費量を慣行より20％削減しまし
た。直近の原油価格高騰もあり、参加した生産者は熱心に聞いていました。また、発表後
には発表の内容以外にもスプレーギクの栽培に関する様々な質疑応答が飛び交いました。

今月の管内農業情報  （ 東三河農業改良普及課 ）

９月の農業情報

ＪＡひまわりスプレーマム部会　冬季省エネ栽培の研究会を開催

[2023年９月29日]

令和５年９月５日（水）

ＪＡひまわり中部営農センター （豊川市）

ＪＡひまわりスプレーマム部会 （51名）

満員となった研究会場の様子


